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＜TCT Japan 2023  【パネルディスカッション】参加＞ 

 つながり始めた国内 AM 業界。4 つの業界団体幹部に聞く、次の一手とは？＞ 

 

去る 2023 年 2 月 1 日～3 日、東京ビッグサイトで TCT Japan 2023 が開催されました。その中で、主

催者開催の『TCT Japan 【パネルディスカッション】 つながり始めた国内 AM 業界。4 つの業界団体幹

部に聞く、次の一手とは？』に GAM 事務局の小川がパネラーとして登壇しました。海外と比較した日

本の AM 業界の状況や、日本で AM 産業が成長していくために、何をすべきなのかといったことについ

て、４つの業界団体が意見を交わしました。日本の AM 活用は海外に比べて、遅れているものの、まだ

遅くはない、大企業だけでなく中小企業も、今、実際に行動を起こさねばならないといったことを各パネ

ラーが熱く語っていました。異なる４団体ですが、AM 産業を成長、発展させたいとの志は皆同じでし

た。GAM では GAM の特徴を生かしつつも、他の団体と連携できることは協力して、AM 産業の発展に

貢献したいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

右端は司会者 シェアラボ編集⻑ 伊藤正敏様、パネラー右から一般社団法人群馬積層造形プラットフォーム 事務局 小川、 

一般社団法人日本 AM 協会 専務理事 澤越俊幸様、一般社団法人 3D プリンティング産業技術協会 代表理事 三森幸治様、 

ひょうごメタルベルトコンソーシアム 柳谷彰彦様（兵庫県立大学 特別教授 金属新素材研究センター 副センター⻑） 

＜GAM の活動 新領域に＞ 

GAM は、1 月末にフランス国立産業技術センターである Cetim（Technical Centre for Mechanical 

Industries）が GAM に加入されたことを PRESS RELEASE で発表しました。これにより、GAM は Cetim

の持つ高い技術と設備を使った共同開発プロジェクトの拡大や Cetim のノウハウを取り入れた「金属

積層造形トレーニングプログラム」の提供が可能になり、これらの活動が一段と加速していきます。 

 GAM の活動 新領域に – 群馬積層造形プラットフォーム 

 

＜ぐんま Digital Land 出展について＞ 

2023 年 3 月 21 日・22 日に、Ｇメッセ群馬で開催される「ぐんま Digital Land」に出展致します。「暮らし・

産業・社会を変革する最先端のデジタルテクノロジーの展示紹介」「最先端デジタル技術の体験」「行

政のデジタル化に向けた取組の紹介」などが企画されております。GAM としましてもデジタルものづくり

（AM の設計・製作）について映像とともに発信する予定です。「ぐんま Digital Land」について以下リンク

をご参照ください。 

https://www.pref.gunma.jp/page/161007.html 

 

＜2023 年積層造形展示会 tct より> 

先般、2 月 1 日から 3 日にて実施されました積層造形展示会 tct 東京は、前年、前々年の 10,000 人強

の来場者を大きく超える 31,137 人もの来場者を迎えたイベントとなりました。また各出展企業及び団体

による出展においても各社造形物の実例及び独自の優れた技術紹介をされているものが多く、様々な

分野で積層造形の適用及び活用の広がりを感じさせる興味深さがございました。カンファレンスも国内

を代表する一般社団法人から産業界をリードされる企業陣、積層造形の研究の先端を走る主要な大

学まで多彩な団体による豊富な内容となっておりました。今後の更なる積層造形業界の発展・躍進に

期待が寄せられます。 

  

 

 



GAM に関するお問い合わせは contact@gam.or.jp まで 
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